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2017 年 9月 22 日(金) 、香川県 「高松国際ホテル」において、出席代議員 25 名(委任含む)・傍聴 1名の出席

のもと、（電）東四国地方協議会第 23 回定期大会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会は、井手下大会書記長(三菱電機ビルテクノサービス労組 四国支部)の司会で、議長団に山路代議員(パ

ナソニック ヘルスケア労組 四国支部脇町地区)・徳田代議員(パナソニック エコソリューションズ内装建材労組)

の両名を選出した後、西川議長の挨拶で始まりました。電機連合本部から中澤副中央執行委員長を迎え、ご来賓

には連合香川 進藤会長をはじめ、各級議員などの 5名の方にお越しいただきました。 

その後、経過報告 

 2016 年度 一般経過報告 

 2016 年度 会計決算報告 

 2016 年度 会計監査報告 

を報告し、満場一致で承認されました。 

引き続き、以下の議事について、執行部案どおり絶対多数で採択しました。 

 第 1 号議案 2016・2017 年度運動方針の補強に関する件              大会書記長  井手下 氏 

 第 2 号議案 規約・規程の一部改訂に関する件 

 第 3 号議案 2017 年度予算(案)に関する件 

 第 4 号議案 加盟組合提出議案 

 第 5 号議案 2017 年度特別常任幹事・顧問の委嘱に関する件 

 第 6 号議案 役員一部交代に関する件 

 第 7 号議案 功労表彰に関する件 

最後に西川議長を筆頭に向こう 1 年間の運動を推進していくことを     議長団  徳田 氏 ・ 山路 氏 

誓い合い「ガンバロー」三唱で閉会しました。 

東四国地方協議会 第 23 回定期大会を開催しました 
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 東四国地方協議会 議長  西川 啓二  

こんにちは。東四国地協の議長を仰せつかっております西川です。 

今日は足元の悪い中、本定期大会に代議員のみなさん、多数ご出席頂き、ありがとうござ

います。 

それから我々の大会に電機本部をはじめ、多数のご来賓の方々にお越し頂きまして、誠

にありがとうございます。のちほど、ご挨拶を賜りたいと思います。 

今回の大会で何を話そうかと思っておりましたけども旬なテーマと言えば、解散総選挙

というようなことで長い間、私も労働運動に携わっておりますのでこれまでも様々な選挙、地方選挙も含めて関わ

って参りました。 

電機連合もこの解散総選挙に向けて浅野さとしさんの支援活動をやってまいりました。引き続き、電機連合全体

で浅野さとしさん当選に向けて、しっかりと連携を取っていく、あるいは取り組みを強化していく。これは当然、我々

の責務ということでみなさんにもご確認をお願いしたいと思いますし、あとそれぞれ県の選挙区がございます。徳

島は仁木さん、香川は1区小川さん、2区玉木さんというような体制であるいはそれぞれの選挙区においては反自

民非共産という流れの中でそれぞれ地域における連合の推薦候補については精一杯、選挙区の中で支援してい

くということは、高いところからではありますが私の方からもこれからのご支援ご協力をお願いしたいと思います。 

今日は様々な情報を貰いました。電機メーカーも今、様々ないわゆるエレクトロ分野で海外に遅れを取ってい

る。例えば、電気自動車・自動運転・電池技術とか世界の最先端と比べれば、結果的に後追いになっている。そう

いう世の中の流れが速いなかで我々、過去からの労働運動を積み上げてきただけじゃないのか、組合員さんが

今、本当に何を思っているのか、何が職場で大事なのか。こういうことを突きつけなれている時代であるなと思い

ます。 

特にその一つは働き方改革。我々、労働組合は働く者のことを考えてやっているはず、はずなのですがそれ

が、あたかもどこかでそれが臭いものに蓋をしている。いつの間にかその蓋が壊れて悲惨な事故が起きる、ある

いは法に従って、協定を組んでいるのになんとなくそれはうちも会社も忙しいから仕方ないか。というようなことで

流されてしまっているんじゃないか。これがやはり、我々が節目節目で立ち止まった時にやっぱり良く考えるべき

部分かなと思います。 

今日は中間期ですのでそんなに格調の高い議案の提案じゃなくて、この一年間を振り返った後、向こう一年間

の補強という形で提案をさせて頂きます。 

ぜひとも皆さんの忌憚のないご意見を頂きたいなと思いますので限られた時間ではありますけどもこの定期大

会、様々なご協力もお願い申し上げながら、冒頭のご挨拶とさせて頂きます。今日はよろしくお願いします。 

 

 

 

 

東四国地協の運営、発展に大変ご尽力をいただき、ありがとうございました。これか

らのご活躍、ご健康を祈念するとともに、地協活動に対し引き続きのご支援・ご鞭撻を

お願いします。 

 

松茂加藤労働組合  

兼藤 一臣 氏 

 

東四国地方協議会 第 23 回定期大会 議長挨拶要旨 



(左から) 仲野副委員長・清水執行委員長・

久次米書記長・山市会計担当 
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                  ● 開催時期が決定している行事のみ記載 

時 期 内 容 

2017年 11月 中国・四国ブロック ユニオンセミナー 

12月 
共済担当者会議 

2018年  1 月 

2月 中国・四国ブロック 経営分析セミナー 

3月 四国ブロック 中堅・中小労組連絡会議 

4月 四国ブロック セミナー 

ファミリー行事( DHC ) 

5 月 OB懇談会 

6月 四国電機産業労使懇談会 

改革フォーラム 

 

 

 

 

 

 

           DHC「 地引網＆BBQ 」                   四国 B セミナー「仕事と介護の両立セミナー」 

 

松茂加藤労働組合 

〈所在地〉                            

  徳島県板野郡松茂町豊久139-32 

〈事業内容〉 

民生用角形リチウムイオン電池の製造請負 

〈組合紹介〉 

1999年より18年、徳島県板野郡松茂町のこの地に於   

いて組合員数57名で活動を行っています。 

20代の若手と設立当初からのベテランが中心に活躍して 

います。 

年齢差を感じさせない風通しのよさがモットーです。  

若手も自主性を発揮しイキイキと活躍しています。 

弊社当工場では2017年 8月 28日で無災害継続日数3851日を達成し、現在も継続中です。 

安全第一で日々の業務に取り組んでいます。 

安全衛生・メンタルヘルス等の各種セミナーに積極的に参加し、組合員の健康を確保するための取り組みも

行っています。 

 

 

2017 年度活動計画 

〈2016 年度の様子〉 
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